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研究成果の概要（和文）：　小学校学習指導要領およびその解説の国語，算数，理科，社会，生活，総合的な学習の時
間のそれぞれについて内容分析を行い，①文言が示す思考に関わる動詞，②文言が示唆する学習活動で必要な思考に関
わる動詞を抽出し，それらを整理・統合することによって，19の思考スキルを得た。
　さらに，これらが現れる学年や複雑性，同じ活動に同時に対応付けられる頻度を基準に，その体系を図にした。
　一方で，19の思考スキルの中から，特に重要なものに焦点化して，その思考プロセスをシンキングツールで可視化し
，手順として明示することによって習得させる学習プログラムの考え方を提示した。その効果について関西大学初等部
で実証した。

研究成果の概要（英文）： Course of studies of Japanese, Math, Science, Social Studies, Living 
Environmental Studies and Integrated Studies were analyzed to find out "thinking verbs" required to 
accomplish learning activities. Finally 19 thinking verbs were extracted as thinking skills.
 These thinking skills appear in turn in each grade and sometimes multiple skills are related to the same 
learning activities. At the same time, some skills are logically more complex than others. The thinking 
skills were structured into a relation-map based on those relationships.
 On the other hand, a learning program was developed to train just important thinking skills. This 
program is focusing to the procedure of each skill and show learners the procedure using thinking tools. 
That program was implemented and examined in Kansai University Elementary School.

研究分野：教育工学
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１．研究開始当初の背景 
 
 新しい学習指導要領の中核コンセプトは，
知識・技能の習得と活用，および探究であっ
た。活用および探究と深く関係する学習活動
が言語活動で，それはすなわち，各種の思考
活動を重視するということだと解釈された。
そのことから，各校で思考力に焦点をあてた
学校研究が行われつつあったが，思考力とい
うビッグワードを具体的にどのように扱う
かは不明確な学校が多かった。 
 これを受けて，思考力をより具体的な認知
的活動にブレイクダウンし，それを認知活動
の手順として示し，それを習得することによ
って，思考力を順次育てていくストラテジー
が必要とされると考えた。 
 また，認知的活動において重要なのは，ア
イデアを可視化することであり，そのために
シンキングツールが有用だとも考えた。 
 これらを総括して，日本の小学校において
指導事項とすべき思考スキルを活用可能な
程度の数にまとめ，それらとシンキングツー
ルを対応付けることによって思考スキルに
おける認知的活動の手順を習得させ，それを
教科学習に広げて使わせるような学習プロ
グラムとして提示・普及を図ることが必要だ
と考えた。 
 
２．研究の目的 
 
 重要な教育目標である「思考力」を育成す
るために， 
(1) 思考力を一定数の思考スキルにブレイク
ダウンする 

(2) 思考スキルとシンキングツールの対応付
けを行う 

(3) シンキングツールを用いて思考スキルを
学ぶ学習プログラムを開発する 

(4) 学習プログラムの効果を検証することを
研究の目的とする。 

 
３．研究の方法 
 
(1) 思考スキルの抽出について 
 小学校学習指導要領および小学校学習指
導要領解説の全文を意味的まとまりに区切
り，そこで想定される学習活動を想定する。
それぞれの学習活動において必要となる認
知的活動を動詞の形でリストアップする。リ
ストアップされた認知的活動をカテゴライ
ズすることによって整理して数を減らし，定
義しなおす（これを思考スキルと呼ぶ）。同
じ活動にそれぞれの思考スキルが同時に対
応付けられる度合を相関係数として算出す
ると同時に，初出する学年の分析，思考スキ
ルの論理的系統の分析によって，思考スキル
を指導する系統性を明らかにする。 
 
(2) オーストラリアにおけるシンキングツ
ール（グラフィカル・オーガナイザー，ビジ

ュアル・オーガナイザー）についての実践事
例の収集，利用方法についてのインタビュー
を通して，それぞれと思考スキルの対応を明
らかにする。一方で，日本の授業における論
理展開パターンをみながら，利用可能なシン
キングツールを選び，それらと思考スキルと
の対応表を作成する。 
 
(3) 思考スキルの中から核となるもの，重要
なのを選び，それを習得させるための学習プ
ログラムを開発，実施する（関西大学初等部）。 
 
(4) 学習プログラムを学習した子どもの成
果をもとに，プログラムの効果を検証する。 
 
４．研究成果 
 
(1) 思考スキルの抽出 
 小学校学習指導要領およびその解説の内
容分析によって，以下の 19 のスキルを抽出
し，それぞれについて定義した（規準の設定）。 
 
多面的にみる：多様な視点から的確に見るこ
とができる 

順序立てる：根拠をもって順序付けることが
できる 

焦点化する：焦点を絞って的確にまとめるこ
とができる 

比較する：共通点と相違点と，その根拠を述
べられる 

分類する：見通しを持って類型を作ることが
できる 

変化をとらえる：変化について，的確に説明
することができる 

関係づける：学習事項同士をつなげて意味を
解説できる 

関連づける：学習事項と実体験をつなげて実
感として表現できる 

変換する：見通しをもって形式を変換できる 
理由づける：根拠と結果の関係を明確に示す
ことができる 

見通す：具体的な見通しが示せる 
抽象化する：事例をもとにきまりを見つけて
説明できる／包括的な概念をみつけて
説明できる 

具体化する：学習事項に対応した具体例を示
して，何を具体化したのか説明できる 

応用する：既習事項を使って問題解決ができ
る 

推論する：根拠をもって推論ができる 
広げてみる：イメージを広げることができる 
構造化する：意図・計画された合理的な構造
が見られる 

要約する：要約して必要な情報を分かりやす
く提示することができる 

評価する：視点をもって評価ができる 
 
 さらに，この 19 について，どの学年で初
出するか，論理的な前後関係・包括関係を検
討し，さらに同じ学習活動において同時に必



要とされる度合を相関として算出すること
を通して，図１のような構造図を作成した。
図１は，次のことを表している。低学年では
「順序立てる」という思考スキルのみが重視
されているが，中学年になると，「関係づけ
る」「多面的にみる」「分類する」が指導事項
として加わり，さらに，それらが組み合わさ
れて「構造化する」という思考スキルにつな
がっていく。さらに，高学年では，「理由付
ける」が追加され，同じく「構造化する」の
基礎となっている。 
 このような構造が，すべての思考スキル間
で描かれた。それによって，おおむねどの学
年段階でどの思考スキルを扱うべきか，そし
てそれはどの思考スキルにつながるのかが
可視化され，カリキュラムや授業設計に有益
な情報が得られる。 
 

 

図１ 「構造化する」につながる思考スキ

ルの体系 
 
(2) シンキングツールの選別と開発 
 アメリカやオーストラリアでは，図式で
考え方を示す教授法が盛んに行われている。
呼び名は，グラフィック・オーガナイザー，
ビジュアル・オーガナイザー，シンキング・
ツールなど，さまざまである。また，その
種類も極めて多い。しかし，類似するもの
もたくさんある。また，これらの国の授業
形態や教材，評価観と深く関わっているも
のもある。したがって，そのまま持ってき
ただけでは使えない。 
 そこで，多くのシンキングツールの中か
ら，日本の授業展開において利用可能なも
のを選別した。選別にあたっては，オリジ
ナルの使い方をもとに，多少のアレンジも
加えている。こうして，次の 20 のシンキ
ングツールを掲載し，解説する冊子を発行
した。20のうち 3つは，独自開発である（*
を付してある）。 
 
①矢印と囲み：一般にはシンキングツール
としては認識されていない。しかし，本研
究による授業観察で見出したことの一つに，
小学校低学年では矢印や囲みによって，さ
まざまな意味が表されていることが意識さ

れていないということである。逆に，その
意味を理解させることで，図を読み解いた
り描いたりすることに意識が向く。 
②ベン図：複数の対象の共通点と相違点の
両方をリストアップして整理する。 
③イメージマップ：特定のことにこだわって
しまったり，考えを広げるのを抑制してしま
ったりすることを防いで，幅の広い多様なア
イデアをうみだす。 
④くま手チャート：あること関連する事項や
アイデア，提案などをひろげて，いくつか考
え出す。 
⑤Ｙ/Ｘ/Ｗチャート：対象について，視覚，
聴覚，嗅覚，触覚などの多様な視点から感じ
たことをリストアップし，その上にたって新
しい考えを生み出す。 
⑥マトリクス：対象を比較，分類，整理，多
面的に見るときに用いる。 
⑦データチャート：複数の情報源から，複数
の視点で情報をあつめた結果を整理する。 
⑧KWL：学習対象について，「知っているこ
と（What I know）」「知りたいこと（What I 
want to know）」「学んだこと（What I 
learned）」を書き込み学習プロセスについ
てのメタ認知をうながす。 
⑨PMI：対象について，「いいところ（プラ
ス：Plus）」「だめなところ（マイナス：Minus）」
「興味をもつこと・おもしろいところ（イン
テレスティング：Interesting）」の３つの
視点から印象や意見を書き込み，多面的にみ
ることをうながす。 
⑩ステップ・チャート：複数の事項が起こる
順番を整理したり，ものごとの手順を計画し
たりする。 
⑪*クラゲ・チャート：根拠や原因を探して，
主張や結果との関係を明示する。 
⑫コンセプトマップ：複数の事項の関係や関
連についての考えを書き出し，全体の構造に
ついての考えをつくりだす。 
⑬*キャンディ・チャート：前提条件にした
がって予想をたてることを促す。その際，そ
の予想の根拠について，明らかにする。 
⑭プロット図：文章を読むときや書くとき，
プレゼンテーションや発表原稿を作成する
ときに，最も言いたい部分（クライマックス）
を中心にして，どのように話や論理が展開し，
どのようにまとめに向かっていくのかをイ
メージする。 
⑮ピラミッド・チャート：事実を集めていく
つかに焦点化したり抽象化したりすること
を通して，主張をつくる。 
⑯フィッシュボーン：結果を生み出したり結
果を改善したりするために，要因について分
析する。 
⑰座標軸：事象について２つの軸で分析して，
全体の傾向をみたり，行動目標を決めたりす
る。 
⑱バタフライ・チャート*：対象に対して強
い賛成・賛成・反対・強い反対の４つの視点
から記述する。 



⑲同心円チャート：時間の変化や場所の広が
りにつれて対象の状態が変わることを可視
化する。 
⑳情報分析チャート：資料から事実と伝聞を
分けて読み取り，そこから自分の意見を導き
出す。 
 
(3) 学習プログラムの開発 
 関西大学初等部をフィールドに，19 の思考
スキルから，①比較する，②分類する，③関
連づける，④多面的に視る，⑤構造化する，
⑥評価する，の５つのスキルを中心的あるい
は最重要なスキルとして抽出した。そして，
そのスキルに対して， 
①比較する：ベン図 
②分類する：Ｙ/Ｘ/Ｗチャート 
③関連づける：コンセプトマップ，イメージ
マップ 
④多面的にみる：くま手チャート，フィッシ
ュボーン 
⑤構造化する：ピラミッド・チャート，なぜ
なぜシート 
⑥評価する：PMI 
というように，シンキングツールとの対応
付けを行った。そして，年間 12 時間程度
で，ツールを活用しながら思考スキルを習
得するための時間（ミューズ学習）を実施
した。 
 例えば，比較するについては，比較につ
いて理解しやすいように比較の対象を設定
する。２人の先生→りんごとみかん→ねこ
と犬→キリンとライオン→日本の昔話と韓
国の昔話，というように対象を徐々に複雑
にし，教科学習に近づけていく。 
 このような学習プログラムを作成した。
このノウハウについては，関大初等部から
出版されている（関大初等部式思考力育成
法ガイドブック，さくら社，2015）。 
 
(4) 学習プログラムの成果 
 シンキングツールを用いて思考スキルに
焦点化した学習の効果について，授業観察，
児童・生徒へのインタビュー，アンケート
調査から，以下の効果があがったことが示
唆される。 
・ベン図の意図を理解し，主体的に活動に
取り組んだ。 
・絞り込むことを意識した話し合いと思考
がみられた。 
・一人で考えたり，意見することが難しか
った児童も，話し合いに意欲をもって参加
し楽しんだ。 
・Wチャートを用いることで多面的に見よ
うとする姿勢が見られた。 
・友だちと交流することで気づきを広げる
ことができた。 
・効率よく気づきを整理・分析することが
できた 
・シンキングツールの使い方と話し合う内
容を確認する姿がみられた。 

・柔軟な思考で表現力を発揮した。 
・自分とその周辺の事象を関連づけて考え
ることができた。 
・イメージを共有することができた。 
・一人の考えをみんなの考えに広げること
ができた。 
・関わる対象の立場を考えることができた。 
・順序よく論点を確認しながら話し合い，
まとめることができた。 
・多様な考えを受け止め，判断した。 
・自分たちが集めた情報をもとに話し合え
た。 
・少数意見にも目が向いた。 
・思考スキルの使い方をメタ認知できた。 
 
＜総括と課題＞ 
 小学校において指導すべき思考スキルを，
19 の思考スキルに絞り込むことができた。教
師へのインタビューからは，これ以上あると，
授業設計の時に一覧できないため，扱いきれ
ないと言う。むしろ，それでも多いという印
象もある。しかし，体系図を作成したことに
よって，その複雑性がある程度解消された。 
 シンキングツールについては，数限りなく
あるが，本研究で焦点化したのは 20 のツー
ルである。しかし，この研究期間中にその他
のツールについても紹介が行われ，使われる
ようになった。論理的な授業展開だけでなく，
実践における知見を拾い上げる必要がある。
継続的に，日本の学校に適切なツールとその
使い方について，情報を集めて整理し，公開
していくことが必要だろう。 
 シンキングツールを用いた思考スキルの
育成については，総合的にさまざまな効果が
見られる。主に，①子どもの思考に関わるパ
フォーマンスがサポートされる，②協同的な
学習が実現される，③少数の意見が多数の意
見と同等に扱われる，④全ての子どもが授業
に参加することをうながす，といような効果
である。しかし，このことが中学校，高等学
校で求められる高次な思考につながってい
くかどうかはまだ明らかではない。とはいえ
先の効果に鑑みても，現在中，高等学校に求
められている能動的な学習を実現しながら，
しっかり考えさせるための手段としても，思
考スキルとシンキングツールに注目するこ
との価値はある。そして，それをより効果的
にするためには，より長いスパンでの学習プ
ログラムを開発することが望まれる。 
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